近世期漢學の一側面―太宰春臺『老子特解』を中心に― by 谷中 信一
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はじめに
『老子』という古典文獻は、一言で言えば「謎の書」である。時代により讀み手によりその解釋が實に千差萬別だからで、日本でも、中國でも、古代以來、さらには近年では歐米諸國でも、處世哲學として、或いは政治哲學として、さらには宗敎哲學として、或いは無の哲學として、さまざまに讀まれてきた。どの讀みが正 く どの讀みが誤りであるとは言えない。どのような解釋も受け入れてしまうほどに極め 懷の深いのが『老子』な である。その意味で「謎の書」は同時に「懷の深 書」でもある。このような性格の『老子』を、わが國近世期、江戸時代において、














































































































































































氏の書誌學的論考は、まず、 「 『老子』關連文獻の變遷を 三期に
區分」する所に大きな特色がある。
すなわち、第一期は「既存の『老子』注の和刻本がそ 中心」で















本論文は、 タイトルが示すように、 『特解』についての專論である。松井氏は「 （ 『特解』 ）上卷を春臺が書き、下卷を門人の宮田明が
書いたものであるが、宮田明は春臺を忠實に受け繼い いると思われるので、同書は春臺の思想を表明したものと言えるであろう」先ず初めに、 『特解』全卷から春臺の思想 讀み取る とは可能であると宣言する。しかし、氏 何を根據に宮田が春臺の老子解釋を「忠實に受け繼いでいると思われる」と判斷したのかその理由は不明である。
次いでこの時の春臺の思想を次のように要約する。
春臺は晩年、 自身の生きる江戸の社會を「末世」と見なし、 『老子』の記された周の混亂期に重ね合わせていた。このような「末世」においては「先王之道」よりもむしろ『老子』の「無爲」によって現狀を維持すべきだと考えた。ただし注意すべきは、春臺の説く「無爲」が、國家に絶望して政治から逃避 る とではなく、不治の「治 をも らすという點にある。 「末世」




臺が「道」と「常道」を對比させて、 前者を「先王之道」 、 後者を「自然の道」というように「對立させて理解し いる」とし、 「道可道」の後の「 を「導く」と讀んで、 「民を導くことのできる道は自然の道とは異なる」と解釋していたところに、師の徂徠にも見えなかった春臺特有の解釋が見られるとする。
しかしそのように解釋してよいだろうか。先に引いた松井氏自身




























































































































後の一七八七年には有木元吉『老子正義』が、その翌年の一七八八年には豊浦被褐『老子妄言』などが刊行されている。このように見ていくと、春臺沒後、 『老子』注釋書が續々と刊行されており、それに大 に刺激されるよう 、己の死の近いことを悟った宮田が、急遽師説を補いつつ完成を急いでついに刊行に漕ぎつけたことが推測されよう。
五
　『特解』の特色











































































べて、逆説的に仁義を説いた『老子』 通して、儒家の理念である「修身齊家治國平天下」の道を説くことに續撰の意圖があることを言う。この一點では時代的には前後していた はいえ、共に徂徠學派（蘐園學派）に屬するとされている兩者に等しく共通する ころであった。『特解』が、江戸近世期において儒者を自稱する人びとさえさし
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( 一七一七～一七八四） については、 『彦根城博物館研究紀要』























































に、聖は力らの如し。智は巧みの如しとあり。聖は。むまれつきにもつてをる心也。智は。思慮をめぐらす也。上で聖智をよきものなりといふゆゑに。下でも智をみがく也。智をみがゝねば。ウツカリと稗団子をむまいものぢやと思うて喰うてをる也。智をみがくゆゑに。段々に智慧づき。あぶらげより乾魚。乾魚より鱗魚といふやうに。おご が長ずるゆゑに。民一向に貧にて困る也。是れ智がなければ。利百倍なる也 」 、その解説振りのあまりもの大胆さに驚くほかはないが、青陵は一貫してこのような身近な譬え話を用いながら老子の 想 平明に解説したのである。これが『特解』と大い 異な 所である。
⒃
　『日本思想大系
44　
本多利明・海保青陵』 （岩波書店
　
一九七〇）参照。
⒄
　
原文は「晉人尚老子、口玄虛而無其實、猶周末人口仁義而無其行、所
以土崩也。先師所解能熟讀之則可以修身而施邦家、不啻恬淡虛無、獨善其身。是明之所以不得黙止而爲 續注也。 」
